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１． 調査団氏名・所属 

インセプション・レポート説明調査団及現地調査実施調査団 

（2002 年 11 月 10 日～2002 年 12 月 23 日） 

(1) 調査団長 中川 和夫 国際協力事業団 
農業開発協力部 部長 
 

(2) 技術顧問 田中 進 農林水産省 農村振興局 整備部

設計課 海外土地改良室 
海外技術調査係長 
 

(3) 計画管理 若林 基治 国際協力事業団 
無償資金協力部 業務第四課 
 

(4) 業務主任 / 灌漑施設計

画 / 設計 
 

岡田 恒司 日本工営株式会社  

(5) 河川 / 水文 澤田 英敏 
 

日本工営株式会社 

(6) 営農計画 / 水管理計画 
/ 維持管理計画 
 

栗田 絶学 日本工営株式会社 

(7) 自然条件調査 
 

新川 豊 日本工営株式会社 

(8) 積算 / 調達 
施工計画 

加茂 元 日本工営株式会社 

 
 

第二次現地調査実施調査団 

（2003 年 2 月 10 日～2003 年 2 月 19 日） 

(1) 河川 / 水文 澤田 英敏 日本工営株式会社 

(2) 営農計画 / 水管理計画 / 
維持管理計画 

栗田 絶学 日本工営株式会社 

(3) 自然条件調査 
 

新川 豊 日本工営株式会社 
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基本設計概要説明調査団 

（2003 年 3 月 12 日～2003 年 3 月 18 日） 

 

(1) 調査団長 / 計画管理 若林 基治 国際協力事業団 
無償資金協力部 業務第四課 

(2) 業務主任 / 灌漑施設計画 
/ 設計 

岡田 恒司 日本工営株式会社  

(3) 営農計画 / 水管理計画 / 
維持管理計画 

栗田 絶学 日本工営株式会社 

 

 

第三次現地調査実施調査団 

(2003 年 6 月 23 日～2003 年 7 月 18 日) 

 
(1) 調査団長 力石 寿郎 国際協力事業団 

カンボジア事務所長 
(2) 計画管理 武市 次郎 国際協力事業団 

カンボジア事務所 
(3) 業務主任/ 

灌漑施設計画/設計 
岡田 恒司 日本工営株式会社  

(4) 水門/機械 山口 新 日本工営株式会社 

(5) 自然条件調査 新川 豊 日本工営株式会社 

(6) 積算 / 調達 
施工計画 

加茂 元 日本工営株式会社 

 
第四次現地調査実施調査団 

(2004 年 9 月 2 日～2004 年 9 月 11 日) 

 
(1) 調査団長 三次 啓都 国際協力機構 

カンボジア事務所次長 
(2) 業務主任/ 

灌漑施設計画/設計 
神原 利和 日本工営株式会社  

(3) 河川・水文 定村 寛文 日本工営株式会社 

(4) 積算 / 調達 
施工計画 

新川 豊 日本工営株式会社 

 

 



3 

代替比較結果説明 

(2004 年 10 月 4 日～2004 年 10 月 8 日) 

 
(1) 業務主任/ 

灌漑施設計画/設計 
神原 利和 日本工営株式会社  

(2) 積算 / 調達 
施工計画 

新川 豊 日本工営株式会社 

 

基本設計概要説明調査団 

 (2004 年 11 月 16 日) 

 
(1) 調査団長 力石 寿郎 国際協力機構 

カンボジア事務所所長 
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２． 調査行程 

インセプション・レポート説明調査団及現地調査実施調査団 

（2002 年 11 月 10 日～2002 年 12 月 23 日） 

作業内容 宿泊地 作業内容 宿泊地
1 11月10日 日 移動（東京－ﾊﾞﾝｺｸ－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ） ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 移動（東京－ﾊﾞﾝｺｸ－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟ

ﾝ）.(業務主任/灌漑施設計画/設
計)

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

2 11月11日 月 現地調査、JICAｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ事務所、
日本大使館表敬

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

3 11月12日 火 水資源気象省表敬。水資源気象
省との協議。水資源気象省、プロ
技「灌漑技術センター計画」専門
家との協議、現地調査

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

4 11月13日 水 水資源気象省と協議 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

5 11月14日 木 水資源気象省と協議、現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行第2陣到着 (河川・
水文、営農計画/水管理計画/維
持管理計画、自然条件調査)

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

6 11月15日 金 協議議事録サイン日本大使館、
JICAｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ事務所に結果報告
移動（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ－ﾊﾞﾝｺｸ－成田）

機中 官団員に同行ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝにてデータ
収集現地再委託契約準備

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

7 11月16日 土 成田着 現地調査現地再委託契約準備 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

8 11月17日 日 事務所設営現地再委託契約準備 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

9 11月18日 月 現地調査現地再委託契約準備 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

10 11月19日 火 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

11 11月20日 水 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
12 11月21日 木 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
13 11月22日 金 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
14 11月23日 土 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
15 11月24日 日 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
16 11月25日 月 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
17 11月26日 火 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
18 11月27日 水 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
19 11月28日 木 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
20 11月29日 金 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
21 11月30日 土 現地調査積算/調達/施工計画団

員到着
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

22 12月1日 日 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
23 12月2日 月 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
24 12月3日 火 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
25 12月4日 水 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
26 12月5日 木 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
27 12月6日 金 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
28 12月7日 土 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
29 12月8日 日 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
30 12月9日 月 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
31 12月10日 火 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
32 12月11日 水 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
33 12月12日 木 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
34 12月13日 金 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
35 12月14日 土 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
36 12月15日 日 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
37 12月16日 月 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
38 12月17日 火 現地調査、営農計画/水管理計画

/維持管理計画団員出発
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

39 12月18日 水 水資源気象省に調査結果報告 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
40 12月19日 木 現地調査 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
41 12月20日 金 日本大使館、JICAｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ事務

所に調査結果報告
ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

42 12月21日 土 資料整理 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ
43 12月22日 日 移動（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ－ﾊﾞﾝｺｸ－成田） 機中
44 12月23日 月 成田到着

官団員 コンサルタント団員
日順 日 (曜日)
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第二次現地調査実施調査団 

（2003 年 2 月 10 日～2003 年 2 月 19 日） 

 

基本設計概要説明調査団 

（2003 年 3 月 12 日～2003 年 3 月 18 日） 

 

作業内容
河川・水文 自然条件調査 営農計画/水管理計画

/維持管理計画
1 2月10日 月 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ） 同左

2 2月11日 月 JICAカンボディア事務
所へ報告、MOWRAM
との協議、現地調査

同左 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ）

3 2月12日 火 現地調査 同左 同左

4 2月13日 水 現地調査 同左 同左

5 2月14日 木 現地調査 同左 同左

6 2月15日 金 現地調査現地調査 同左 同左

7 2月16日 土 現地調査 同左 同左

8 2月17日 日 現地調査 同左 同左

9 2月18日 月 水資源気象省に調査
結果報告、JICA等報
告、移動（プノンペンー

）

同左 同左

10 2月19日 火 成田着 同左 同左

日順 日 (曜日)

作業内容 宿泊地 作業内容 宿泊地
1 3月12日 水 移動（東京－ﾊﾞﾝｺｸ－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ） ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 移動（東京－ﾊﾞﾝｺｸ－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ） ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

2 3月13日 木 JICA現地事務所及び水資源気
象省・プロ技「灌漑技術センター
計画」専門家と対処方針等協
議。水資源気象省表敬。水資源
気象省へレポート提出後、議事
録内容について協議。

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

3 3月14日 金 大使館にて二次・三次水路整備
資金の手当てについての情報確
認。水資源気象省へDraft
Reportを説明。協議議事録調
印。

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 官団員に同行 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

4 3月15日 土 コルマタージュ及びカンダルスタ
ン地区踏査

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ カンダルスタン地区状況踏査
（TSCによる水路建設状況、河川
状況等）

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

5 3月16日 日 現地中間報告書準備、団内打合
せ

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ 説明調査報告書〔案）準備、団内
打合せ

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ

6 3月17日 月 JICAｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ事務所、日本大
使館に調査結果報告。
移動（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ－ﾊﾞﾝｺｸ－成田）

機中 官団員に同行 機中

7 3月18日 火 成田着 成田着

官団員 コンサルタント団員
日順 日 (曜日)
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第三次現地調査実施調査団 

(2003 年 6 月 23 日～2003 年 7 月 18 日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業内容
業務主任/灌漑施設計

画/設計
水門・機械 自然条件調査 積算/調達/施工計

画
1 6月23日 月 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ）

2 6月24日 火 JICAカンボディア事務
所へ報告、MOWRAM
との協議、現地調査

3 6月25日 水 現地調査

4 6月26日 木 現地調査

5 6月27日 金 現地調査

6 6月28日 土 現地調査現地調査 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟ
）

移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟ
）7 6月29日 日 現地調査 現地調査 現地調査

8 6月30日 月 現地調査 現地調査 現地調査

9 7月1日 火 現地調査 現地調査 現地調査

10 7月2日 水 現地調査 現地調査 現地調査

11 7月3日 木 移動（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝー東京） 移動（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝー東
京）

現地調査

12 7月4日 金 成田着 成田着 現地調査

13 7月5日 土 現地調査

14 7月6日 日 現地調査

15 7月7日 月 現地調査

16 7月8日 火 現地調査 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟ
）17 7月9日 水 現地調査 現地調査

18 7月10日 木 現地調査 現地調査

19 7月11日 金 現地調査 現地調査

20 7月12日 土 現地調査 現地調査

21 7月13日 日 現地調査 現地調査

22 7月14日 月 現地調査 現地調査

23 7月15日 火 現地調査 現地調査

24 7月16日 水 現地調査 現地調査

25 7月17日 木 水資源気象省、JICA
等帰国挨拶、移動
（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝー東京）

水資源気象省、JICA
等帰国挨拶、移動
（ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝー東京）

26 7月18日 金 成田着 成田着

日順 日 (曜日)
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第四次現地調査実施調査団 

(2004 年 9 月 2 日～2004 年 9 月 11 日) 
日順 時　間 業務主任／灌漑施設計画／設計 積算／調達／施工計画 河川・水文

1 9月2日 (木)
8:00
9:30
11:00
午後
午前

午後

4 9月5日 (日) 終日 航空写真現場確認 測量業務結果の現場確認 洪水期河川流況調査

9:00

午後

夜 移動（プノンペン発）

6 9月7日 (火) 終日
ステアリング・コミッティーとの
継続協議

建設資機材単価調査 移動（東京着）

午前

午後 調査結果の取りまとめ
頭首工上流構造防御堤イン
ベントリー調査

午前
ステアリング・コミッティーとの
協議事項のとりまとめ

建設資機材単価調査

午後

18:00

午前中
15:30
夜

10 9月11日 (土)

3

ステアリング・コミッティーとの代替案比較の方針、設計方
針、設計条件に関する協議事項の確認

日本大使館表敬

ステアリングコミッティーとの協議の準備

JICA専門家と技術的内容に関しての協議
9月4日 (土)

日

2 9月3日 (金)

移動（東京－バンコク－プノンペン）
水資源気象省表敬

JICAカンボジア事務所にて打ち合わせ

現場踏査、作業工程計画の確認

5 9月6日 (月)

9 9月10日 (金)

8

9月8日 (水)7

移動（東京着）

9月9日 (木)

ステアリング・コミッティー協議議事録等作成

日本大使館に報告

協議議事録、Technical Discussion Recordの 終調整
協議議事録、Technical Discussion Record署名

新規の堰建設予定地の土地所有状況調査

ステアリング・コミッティーでの頭首工代替案比較、設計方針等に関する協議打ち合わせ

ステアリング・コミッティー協議議事録等作成／地質調査（現地再委託業務）準備

移動（プノンペン発）

 
 

代替比較結果説明 

(2004 年 10 月 4 日～2004 年 10 月 8 日) 

 

基本設計概要説明調査団 

(2004 年 11 月 16 日) 

 

日 順 日 (曜 日 ) 作 業 内 容

1 1 1 月 1 6 日 火 基 本 設 計 概 要 説 明 、 議 事 録 作 成 ・ 署 名

作業内容
業務主任/

灌漑施設計画/設計
積算 / 調達
施工計画

1 10月4日 月 移動（東京－ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ） 同左

2 10月5日 火 JICAカンボディア事務所へ
報告、水資源気象省との協
議、現地調査

同左

3 10月6日 水 ステアリングコミッティー /
議事録等作成

同左

4 10月7日 木 議事録署名、JICA等報告、
移動（プノンペンー東京）

同左

5 10月8日 金 成田着 同左

日順 日 (曜日)
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３． 関係者（面会者）リスト 

 

A. 水資源気象省（Ministry of Water Resources and Meteorology)
1. Lim Kean Hor Minister (大臣）

2. Veng　Sakhon
Secretary of State/
Under Secretary of State　（次官補）
(第三次現地調査まで）

3. Bun Hean Director Genral of Technique
4. Pich Veasna Director, PICD

5. Theng Tara
Director, Water Resources Management and
Conservation Dept.

6. Ngoun Pich Dy. Director, Eng. Dept
7. Lim Theng Dy. Director, Eng. Dept
8. Klok Sam Ang Head International Cooperation Office
9. Chun Pene Long Dirctor, SPWRAM Kandal

10. Te Auvkim Director, DID

11. Hun Sochara
Dy. Director, Kandal Province Water
Resources Office

12. Leng Saseh
Dy. Chief, Kandal Stung District Resources
Office Water Supply and Sanitation Division

B. 公共事業省(Ministry of Public Work and Transport)
1. Chhin Kong Hean Director General of Public Works
2. Tauch Chankosal First Deputy Director General of Public Works
3. Yit Bunna Director of Public Works Research Center
4. Lim Sidenine Director of Road Infrastructure
5. Chreung Sok Tharath Pjt. M'ger of Flood Emergency Reh. Pjt.

C. 計画省　国家統計局（National Institute of Satistics, Ministry of Planning)
1. Khin Song Deputy Director of General Statistics Departme

D. カンダル郡事務所
1. Prak San Chief of District Office
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E. 在カンボディア日本国大使館
1. 小川　郷太郎 大使(第三次調査団まで）
2. 高橋　文明 大使(第四次調査団以降）
3. 篠原　勝弘 公使
4. 地神　一美 参事官
5. 植田　康成 一等書記官
6. 高久　竜太郎 二等書記官
7. 後藤　文雄 二等書記官

F. JICAカンボディャ事務所
1. 力石　寿郎 所長
2. 原　智佐 次長(第三次調査団まで）
3. 三次　啓都 次長(第四次調査団以降）
4. 小泉　幸弘 所員
5. 武市　二郎 企画調査員
6. 堀米　昇士朗 専門員

(専門家：水資源気象省）
1. 小林　隆信 Advisor

（専門家：灌漑開発センター）
1. 宮崎 旦 Chief Advisor　(Team Leader)
2. 安田　憲司 Survey/ Planning
3. 海老原　洋司 Design / Water Management
4. 井原　陽一 Construciton Management
5. 山崎　三佳代 Project Coordinator  

 

 

 

 

 



カンボジア国  
Kingdom of Kampuchea 

 
 
一般指標 
政体 立憲君主制 ＊1 首都 プノンペン（Phnom Penh） 

主要都市名 シアヌークビル、バタンバン、シエムレア 元首 国王／ノロドム・シハモニー 
（Norodom SIHAMONI） 

＊1,3 

労働力総計 6,297 千人（2000 年） 

独立年月日 1953 年 11 月 9 日 ＊3,4 義務教育年数 年間（  年） 
独立民族／部族名 クメール人 93％、中国人 3％、ヴィエ

トナム人 3％ 
＊1,3 初等教育就学率 119.3％（1998 年） 

主要言語 カンボディア語（クメール語） ＊1,3 中等教育就学率 22.3％（1998 年） 
宗教 仏教（小乗仏教）95％、イスラム教 3％ ＊1,3 成人非識字率 32.2％（2000 年） 
国連加盟年 1955 年 12 月 14 日 ＊12 人口密度 68.10 人／K ㎡（2000 年） 
世銀加盟年 1970 年 7 月 22 日 ＊7 人口増加率 2.8％（1980－2000 年） 
IMF 加盟年 1969 年 12 月 31 日 ＊7 平均寿命 平均 56.40 男 54.10 女 58.60 
国土面積 181.00 千 K ㎡ ＊1,6 5 歳児未満死亡率 120／1000（2000 年） 
総人口 12,021 千人（2000 年） ＊6 カロリー供給量 2,069.9cal／日／人（2000 年） 
 
経済指標 
通貨単位 リエル（Riel） ＊3 貿易量 （2000 年） 
為替レート 1US＄=3,815.80（2002 年 12 月） ＊8 商品輸出 1,327.1 百万ドル 
会計年度 Dec.31 ＊6 商品輸入 -1,525.1 百万ドル 
国家予算 （  年）  輸入カバー率 3.3（月）（2000 年） 

歳入総額  ＊9 主要輸出品目 縫製品、木材、ゴム、魚海類、農作物 
歳出総額  ＊9 主要輸入品目 石油製品、タバコ、金、建設資材、自動車 

総合収支 107 百万ドル  （2001 年） ＊15 日本への輸出  66.3 百万ﾄﾞﾙ (2001 年) 
ODA 受取額 398.5 百万ドル  （2000 年） ＊18 日本からの輸入  50.7 百万ﾄﾞﾙ (2001 年) 
国内総生産（GDP） 4,005 百万ドル  （2002 年） ＊6   
一人当たりの GNI 300 ドル  （2002 年） ＊6 総国際準備  501.7 百万ﾄﾞﾙ (2000 年) 
分野別 GDP 農業 35.6% (2002 年) ＊6 対外債務残高  2,357.0 百万ﾄﾞﾙ (2000 年) 
 鉱工業 28.0% (2002 年) ＊6 対外債務返済率（DSR）  2.0% (2000 年) 
 サービス業 36.4% (2002 年) ＊6  6.3%  
産業別雇用 農業 男 % 女 %(1998-2000 年) ＊6 

インフレ率 
(消費者価格物価上昇率)  (1990-2000 年) 

 鉱工業  %  %(1998-2000 年) ＊6   
 ｻｰﾋﾞｽ業 % %(1998-2000 年) ＊6 

実質 GDP 成長率  5.5%(2001-2002 年) ＊6 

国家開発計画 第 2 次社会経済開発計画:2001-2005 

 
気象     (   年～   年平均)  観測地：プノンペン（北緯 11 度 35 分、東経 104 度 55 分） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計 

降水量 9.0 8.0 28.0 73.0 146.0 129.0 129.0 147.0 231.0 250.0 134.0 36.0 1,320mm 

平均気温 26.1 27.5 28.9 29.4 28.8 28.1 27.6 27.7 27.3 27.2 26.7 25.4 27.6℃ 

 
＊1 各国概況（外務省） ＊10 Human Development Report 2002 (UNDP) 
＊2 世界の国々一覧表（外務省） ＊11 Country Profile (EIU), 外務省資料等 
＊3 世界年鑑 2000（共同通信社） ＊12 United Nations Member States 
＊4 新世界各国要覧 10 訂版（東京書籍） ＊13 Statistical Yearbook 1999 (UNESCO) 
＊5 理科年表 2000（国立天文台編） ＊14 Global Development Finance 2002 (WB) 
＊6 World Development Indicators 2002 (WB) ＊15 International Financial Statistics Yearbook 2002 (IMF) 
＊7 BRD Membership List (WB) ＊16 世界各国経済情報ファイル 2002（世界経済情報サービス） 
 IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) ＊17 FAO Food Balance Sheets 2002 年 6 月 FAO Home Page 
＊8 Universal Currency Converter 注：商品輸入については複式簿記の計上方式を採用しているため支払額はマイ 
＊9 Government Financial Statistics Yearbook 2001 (IMF)  ナス標記になる 

＊2 

＊3 

＊6 

＊13

＊6 

＊6 

＊13

＊6 

＊6 

＊10
＊6 

＊17

＊15

＊15

＊14

＊1 

＊1 

＊16

＊16

＊6 

＊6 

＊6 

＊6 

＊11

＊4,5 

4. 当該国の社会経済状況 
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カンボディア国  

Kingdom of Kampuchea 

 

*18 

   

 

 

 

 

*18 

  

 

 

 

 

 

 

*19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*20 

 

 

*18 我が国の政府開発援助 2001（国際協力推進協会） 

*19 International Development Statistics (CD-ROM)2002 OECD 

*20 JICA 資料 

我が国における ODA の実績                           （単位：億円） 

項目      年度 1996 1997 1998 1999 2000 

技術協力 23.66 27.08 18.50 23.31 30.61 

無償資金協力 71.78 41.84 78.23 86.03 79.14 

有償資金協力 8.03 41.42  

総額 10.3.47 68.92 96.73 150.76 109.75 

当該国に対する我が国の ODA の実績                 （支出純額、単位：百万ドル） 

項目      暦度 
1996 1997 1998 1999 2000 

技術協力 20.12 25.52 23.05 23.25 32.35 

無償資金協力 55.40 36.11 58.35 27.62 65.32 

有償資金協力 -4.18  1.53 

総額 71.33 61.63 81.40 50.87 99.21 

OECD 諸国の経済協力実績（2000 年）                  (支出総額、単位：百万ドル) 

 贈与（1） 

（無償資金協

力 ・技術居力） 

有償資金協力 

（2） 

政府開発援助 

（ODA） 

(1)+(2)=(3) 

その他政府資

金及び民間資

金（4） 

経済協力総額

(3)＋(4) 

 

二国間援助 

（主要供与国） 

1.Japan 

2.Australia 

3.France 

3.United 

States 

248.2 

 

97.7 

25.7 

21.5 

23.7 

 

-0.2

1.5

0.0

0.0

-2.2

248.0

99.2

25.7

21.5

21.5

4.8

0.7

0.2

4.1

0.0

252.8 

 

99.9 

25.9 

25.6 

21.5 

 

多国間援助 
（主要機関） 

1.AsDB 

2.IDA 

54.2 

 

95.6 149.8

50.8

36.6

0.0

0.0

0.0

149.8 

 

50.8 

36.6 

 

その他 

 

0.8 

 

0.0 0.8 3.3 4.1 

 

合計 303.1 95.4 398.5 8.1 406.6 

援助受入窓口機関 

技術協力：ｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ開発評議会（C.D.C） 

無償  ：ｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ開発評議会（C.D.C） 

協力隊 ：ｶﾝﾎﾞﾃﾞｨｱ開発評議会（C.D.C） 
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5. 討議議事録（M/D） 

添付資料 – 1 

協議議事録（インセプションレポート説明時、2002 年 11 月） 







































 

 

 

 

 

添付資料 – 2 

農道に関する議事録 





 

 

 

 

 

添付資料 – 3 

「カ」国環境省よりのレター（英訳付き） 







 

 

 

 

 

添付資料 – 4 

水資源気象省による二次・三次用水路整備予算申請書 





 

 

 

 

 

添付資料 – 5 

協議議事録（第二次現地調査結果説明時、2003 年 2 月） 































 

 

 

 

 

添付資料 – 6 

土地収用に関する「カ」国水資源気象省よりのレター 





 

 

 

 

 

添付資料 – 7 

協議議事録（基本設計概要説明時、2003 年 3 月） 

 











 

 

 

 

 

添付資料 – 8 

協議議事録（第三次現地調査開始時、2003 年 6 月） 

 















 

 

 

 

 

添付資料 – 9 

協議議事録（第三次現地調査結果説明時、2003 年 7 月） 
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